
名 船 発 掘 く,気船〉

く主要目〉鉄道連絡船、阪鵠鉄道、760総トン、垂線間長570m、

幅79m、 吃水23m、 主機三達成汽機 1基、最大出力566馬力、旅客

定員237名、最高速力 7ノ ット、 906年大阪鉄工所建造

山陰～阪神間を短絡した明治の鉄道連絡船

「
阪
鶴
丸
」

へ
の
郷
愁

山
陰
の
郷
上
史
の
上
で
、
今
も
な
お
、
な
つ
か
し

さ
を
こ
め
て
語
ら
れ
て
い
る
明
治
の
船
が
あ
る
。
舞

鶴
と
境

（境
港
）
を
結
ん
だ
鉄
道
連
絡
船

「阪
鶴
丸
」

（は
ん
か
く
ま
る
）
で
あ
る
。

阪
鶴
鉄
道
会
社
の

「阪
倫
丸
」
が
こ
の
航
路
に
登

場
し
た
の
は
、　
一
九
〇
六
（明
治
三
十
九
）年
十
月
。

そ
し
て
、
山
陰
本
線
の
京
都
～
出
雲
今
市
間
の
開
通

に
と
も
な
っ
て
山
陰
海
域
か
ら
姿
を
消
し
た
の
は
、

一
九

一
二

（明
治
四
十
五
）
年
二
月
。
就
航
期
間
は

わ
ず
か
五
年
数
力
月
に
す
ぎ
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず

「阪
鶴
丸
」

へ
の
郷
愁
が
今
も

っ
て
強
い
の
は
、
こ
の
船
が
山
陰
に
、
画
期
的
な
交

通
の
便
を
も
た
ら
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

陸
路
が
完
備
し
て
い
る
現
代
か
ら
は
信
じ
ら
れ
な

い
こ
と
だ
が
、
明
治
の
ほ
と
ん
ど
の
時
期
、
山
陰
は

陸
の
孤
島
に
近
か
っ
た
。
こ
の
地
域
と
関
西
や
山
陽

方
面
と
の
交
通
は
、
入
力
車
で
中
国
山
脈
を
越
え
る

か
、
大
阪
商
船
の
定
期
船
に
乗

っ
て
下
関
を
迂
回
す

る
し
か
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
九
〇

（明
治
二
十
三
）
年
四
月
、
英
国
客
船

「
ア
ビ
シ
エ
ア
」
で
横
浜
に
着
い
た
小
泉
八
雲

（ラ

フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン
）
は
、
同
年
夏
に
松
江
中
学

に
赴
任
す
る
が
、
こ
の
と
き
の
横
浜
か
ら
松
江
ま
で

の
経
路
は
想
像
を
絶
す
る
。
ま
ず
、
汽
車
で
山
陽
鉄

道
の
当
時
の
終
着
駅
の
姫
路
ま
で
行
き
、
こ
こ
か
ら
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入
力
車
で
米
子
へ
向
か
っ
た
。
そ
し
て
米
子
か
ら
松

江
ま
で
は
、
中
海
を
通
る
小
汽
船
を
利
用
し
た
。
松

江
ま
で
十
日
ほ
ど
か
か
っ
た
と
い
う
。

阪
鶴
間

の
連
絡
鉄
道

阪
鶴
鉄
道
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
大
阪
と

舞
偽
を
結
ぶ
目
的
で
設
立
さ
れ
た
私
鉄
で
あ
る
。

た
だ
し
、
大
阪
～
神
崎

（尼
崎
）
間
は
官
営
の
東

海
道
線
と
併
行
す
る
た
め
除
外
さ
れ
、
さ
ら
に
、
福

知
山
～
舞
鶴
問
は
京
都
鉄
道
会
社
が
免
許
を
受
け
て

い
た
た
め
、
計
画
を
神
崎
～
福
知
山
関
に
短
縮
し
て
、

一
八
九
九

（明
治
三
十
二
）
年
七
月
ま
で
に
全
通
し

た
。
現
在
の
福
知
山
線
が
こ
れ
で
あ
る
。

阪
得
鉄
道
は
そ
の
後
、
大
阪
ま
で
乗
り
入
れ
の
許

可
を
得
て
、
大
阪
～
福
知
山
関
の
直
通
列
車
を
走
ら

せ
た
。
し
か
し
、
福
知
山
以
北
は
京
都
鉄
道
の
工
事

が
進
ま
な
か
っ
た
た
め
、
と
り
あ
え
ず
由
良
川
の
水

運
を
利
用
し
て
、
福
知
山
と
日
本
海
側
を
連
絡
す
る

方
法
を
と
っ
た
。

折
し
も
、
日
露
関
係
が
風
雲
急
を
告
げ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
軍
港
舞
任

へ
の
陸
上
交
通
を
強
化
す
る
必

要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
京
都
鉄
道
に
対
す
る

免
許
を
取
り
消
し
、
突
貫
工
事
で
自
ら
こ
れ
を
完
成

さ
せ
て
、
運
営
を
阪
鶴
鉄
道
に
委
託
し
た
。
明
治
期

の
欽
道
綱
の
整
備
は
、
Ｈ
清

・
Ｈ
財
戦
争
時
の
軍
事

輸
送
を
抜
き
に
し
て
許
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
う
し
て
、
阪
鶴
鉄
道
の
念
願
で
あ
っ
た
鉄
道
連

絡
が
実
現
し
、
直
通
列
車
が
大
阪
～
新
舞
侮

（東
舞

鶴
）
間
を
五
時
間
で
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
日
露
戦

争
た
け
な
わ
の

一
九
〇
四

（明
治
三
十
七
）
年
十

一

月
の
こ
と
で
あ
る
。

舞
鶴
～
境
航
路
に
就
航

阪
儀
鉄
道
は
さ
ら
に
、
同
年
か
ら
翌
々
年
に
か
け

て
、
舞
縄
を
起
点
に
宮
津
、
境
、
小
浜

へ
至
る
三
本

の
沿
岸
航
路
を
開
設
し
た
。
こ
の
う
ち
舞
緯
～
境
航

路
は
、
す
で
に
開
通
し
て
い
た
境
～
米
子
～
御
来
屋

問
の
官
営
鉄
道
と
阪
鶴
鉄
道
を
海
路
で
結
ぶ
も
の
で

あ
り
、
鉄
道
連
絡
船
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。

そ
し
て
、
こ
の
航
路
専
用
に
大
阪
鉄
工
所
で
新
造

さ
れ
た
鉄
道
連
絡
船
が

「
阪
鶴
丸
」
で
あ
る
。

「阪
鶴
丸
」
が
そ
れ
ま
で
の

「永
田
丸
」
に
代
わ
っ

て
就
航
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
〇
六
年
十

月
。
当
時
の
旅
行
案
内
書
に
よ
る
と
、
運
航
は
隔
日

で
、
舞
偽
出
帆
は
奇
数
日
の
午
後
四
時
、
境
出
帆
は

偶
数
日
の
午
後
六
時
と
な
っ
て
い
る
。

入
力
車
が
主
体
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
見
れ
ば
、
画

期
的
な
交
通
革
命
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
山
陰

は
船
と
鉄
道
で
阪
神
と
直
結
し
、
陛
の
孤
鳥
で
は
な

く
な
っ
た
。
島
根

・
鳥
取
両
県
は
、
航
路
補
助
金
を

交
付
し
て
こ
れ
を
さ
さ
え
た
。

翌
年
八
月
、
阪
得
鉄
道
の
国
有
化
に
と
も
な
い
、

航
路
と
船
は
、
大
阪
鉄
工
所
で
建
造
中
の

「第
二
阪

鶴
丸
」
と
と
も
に
国
鉄
に
引
き
継
が
れ
た
。

「第
二
阪
鶴
丸
」
は

「阪
鶴
丸

一
を
少
し
大
き
く
し

た
船
で
、　
一
九
〇
八

（明
治
四
十

一
）
年
七
月
に
舞

鶴
～
境
航
路
に
就
航
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「阪
得

丸
」
と

「第
二
阪
縄
丸
」
の
二
隻
体
制
に
よ
る
デ
イ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
し
た
。

朝
鮮

・
華

北
海
域

へ
転
じ
る

一
九

一
二
年
二
月
、
こ
の
航
路
は
山
陰
本
線
の
整

備
に
と
も
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

「阪
偽
丸
」
は
字
高
航
路
に
転
じ
、
金
刀
比
羅
宮
春

季
大
祭
の
団
体
輸
送
に
従
事
し
た
の
ち
、
同
年
七
月

に
阿
波
国
共
同
汽
船
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

共
同
汽
船
時
代
の

「阪
鶴
丸
」
は
、
朝
鮮
半
島

・

華
北
海
域
で
稼
働
し
た
。
同
社
の
こ
の
海
域
の
航
路

は
、
仁
川
～
芝
宋
、
大
連
～
安
束
県
、
大
連
～
仁
川

の
三
本
で
あ
る
。

共
同
汽
船
時
代
の

「阪
範
丸
」
の
船
歴
は
、
五
年

に
み
た
な
か
っ
た
。　
一
九

一
六

（大
正
五
）
年
十
二

月
二
十
五
日
に
芝
宋
沖
で
沈
ん
だ
か
ら
だ
。
同
社
の

年五
十
年
史
」
に
は

「風
雪
浪
ノ
為
メ
道
難
沈
没
」

と
あ
る
。
芝
界
は
現
在
の
煙
台
で
あ
る
。

僚
船

「第
二
阪
偽
丸
」
も
後
年
、
共
同
汽
船
の
船

と
な
り
、
「第
十
八
共
同
丸
」
と
改
名
、
大
阪
～
小

松
島
航
路
な
ど
に
投
入
さ
れ
た
。

山
田
　
廼
生
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